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【結果】質問紙の回収数 1,177票(回収率 17.7％)のうち，1,098票(有効回答率 93.3％)














支援計画の専従職員(なし=1/あり=0)オッズ比 1.41(95%信頼区間 1.01-1.97)であった． 
【考察】高齢者の社会的孤立は，高齢者の生きがいの喪失や孤立死，高齢者の犯罪や悪
質商法の被害者になる危険性が指摘されており，対策は急務である．本研究の結果，社
会的に孤立した高齢者に対する見守り支援の実施には，他のセンターの看護職との交流
の機会の有無と，予防支援計画の専従職員の有無が関連していた．また，看護職の見守
り支援は，地域の公的あるいは非公的なサービスを高齢者が活用できることを目指して
支援することに加えて，高齢者へ予防的に関わり，安否の確認をしている実態が明らか
となった．本研究は，横断調査であり，選択バイアスなどの限界があるが，包括センタ
ー看護職が支援の必要性を判断した社会的に孤立した高齢者の状況と，その高齢者に対
する見守り支援について，全国の包括センター職員を対象として実施した初めての調査
であり，包括センター看護職の役割や機能についての研究を進める上で，貴重な資料に
なると考える．また，看護職が地域住民から情報を把握することも多く，看護職の見守
り支援は，地域住民とのネットワークづくりにもつながっていく重要な機能の一つであ
ると考える．しかし，社会的に孤立した高齢者への見守り支援は，予防給付の業務の範
囲外であり，見守り支援する時間は包括センターの介護報酬には計上できない．また，
看護職の裁量で実施されている現状がある．本研究により見守り支援と関連する要因が
明らかになったことは，包括センターの業務内容と業務量の効率的な配分や人員の適切
な配置を考慮するために意義があると考える． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
